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を得た。 CPS、Paeonol及び CTGの抽出収率はそれぞれ 1.42％、1.26％と 2.72％であった。 CPSの多糖類含
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化を行った。ペオノール又は CTGを添加した 24、48 時間後にフローサイトメーターによりアポトーシスの
















な細胞の形態が見つけられた。ペオノール又は CTGを添加した 24、48 時間後にフローサイトメーターによ
りアポトーシスの変化を観察したところ、コントロールに比べ、ペオノール又は CTGで処理の細胞では、
48時間まで sub-G1 期分画の有意的な増加が見られた。時間と濃度依存的に増加したことが明らかになった。
CTGのほうがより著しい効果が示され、高効率にアポトーシスが誘導された。
　本研究は牡丹皮資源の利活用により、がんの予防と治療のために新たな機能性食品と医薬品の開発につな
がる点をオリジナリティに富む研究として高く評価できる。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
